
市民の日　4月1日（H14.5.25制定）

�����
�����������������
����������

千葉県最低賃金が改正されました
令和3年10月1日から
時 間 額　953円

（従来の925円から28円引き上げ）

問合せ　千葉労働局労働基準部賃金室
☎ 043（221）2328

千葉労働局 検索

FAX

FAX

FAX

広報もばら 2021.10.15❾

　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
を
知
っ

　
て
い
ま
す
か
？

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本
来

大
人
が
担
う
よ
う
な
家
事
や
家
族

の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て

い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
た

ち
は
、
学
校
に
行
け
な
か
っ
た

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
宿
題
な
ど
の
勉
強
に
割
く

時
間
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
り
す
る

な
ど
、
本
来
守
ら
れ
る
べ
き
子
ど

も
自
身
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
周
囲
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
や
、

ご
自
身
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課

　
子
育
て
家
庭
相
談
室
（
２
階
）

☎
(23)
５
５
０
０
　
　
(20)
１
６
１
０

　
女
性
の
政
治
参
画
〜
男
女
共
同
参

　
画
の
実
現
に
向
け
て（
そ
の
２
）〜

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
表

し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
（
男

女
格
差
）
指
数
に
お
け
る
日
本
の

順
位
は
、
１
５
６
カ
国
中
１
２
０

位
（
２
０
２
１
年
３
月
時
点
）。

こ
れ
は
先
進
国
の
中
で
は
最
低
レ

ベ
ル
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も

韓
国
や
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

よ
り
低
い
結
果
で
し
た
。
日
本
は

特
に
政
治
分
野
で
の
遅
れ
を
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
象
徴
す
る

の
が
女
性
議
員
比
率
の
低
さ
で

す
。
各
国
の
議
会
（
下
院
（
日
本

は
衆
議
院
）ま
た
は
一
院
制
議
会
）

の
女
性
議
員
の
割
合
を
見
る
と
、

日
本
は
9.9
％
で
、
世
界
１
９
０
カ

国
中
１
６
６
位
（
２
０
２
１
年
１

月
時
点
）。
こ
れ
は
先
進
７
カ
国

（
Ｇ
７
）
の
中
で
最
も
低
い
数
値

で
す
（
日
本
の
参
議
院
の
女
性
議

員
比
率
は
23
％
）。

　
政
府
は
第
５
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
に
お
い
て
、
国
政
選
挙

と
統
一
地
方
選
挙
の
女
性
候
補
者

を
２
０
２
５
年
ま
で
に
35
％
に
す

る
と
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
な
ぜ
、
女
性
の
政
治
参

画
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
々
の
要
望
や
意
見
を
行
政
に

反
映
さ
せ
、
集
め
た
税
金
の
配
分

を
決
め
る
こ
と
が
政
治
の
役
割
で

す
。
し
か
し
、
人
口
の
半
分
は
女

性
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
治

を
担
う
議
員
が
男
性
ば
か
り
。
そ

の
た
め
、
女
性
の
要
望
や
意
見
が

適
切
に
行
政
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
人
が
多
く
い
る
の
が

現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
女
性
た
ち

の
声
を
代
弁
で
き
る
議
員
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
声
が
し
っ
か
り
政

治
に
届
い
て
い
る
と
、
多
く
の
人

が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

女
性
だ
け
で
な
く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

（
性
的
少
数
者
）、
若
者
、
障
害

者
、
在
住
外
国
人
な
ど
、
よ
り
多

様
な
人
々
の
声
を
代
弁
で
き
る
議

員
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
(20)
１
６
５
１
　
　
(20)
１
６
０
３

　
野
外
で
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て

　
い
ま
す

　
適
法
な
焼
却
設
備
を
用
い
ず
に

廃
棄
物
の
焼
却
を
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
家

庭
の
ご
み
は
分
別
し
、
集
積
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
焼
却
は

一
部
例
外
が
あ
り
ま
す
。

①
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

　
行
事
を
行
う
為
の
焼
却

②
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

　
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

　
と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却

③
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

　
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

　
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　
な
お
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
臭
い
や
煙
で
、
周
り
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
(20)
１
５
０
４
　
　
(20)
１
６
０
４

　
就
職
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
ハ
ロ

　
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
公
的
職
業
訓

　
練
）を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
希

望
す
る
仕
事
に
就
く
た
め
に
必
要

な
職
業
ス
キ
ル
や
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
公
的
制
度
で
す
。

　
訓
練
コ
ー
ス
は
、
事
務
実
務
、

Ｉ
Ｔ
、
製
造
、
介
護
、
デ
ザ
イ
ン
、

シ
ス
テ
ム
開
発
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
（
一
部
有

料
。
テ
キ
ス
ト
代
等
の
自
己
負
担

あ
り
）。
ま
た
、
受
講
者
の
世
帯

収
入
等
に
よ
っ
て
は
、
訓
練
受
講

中
の
生
活
支
援
の
た
め
の
給
付
金

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原

☎
(25)
８
６
０
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略)

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

▼
市
へ

高
橋
　
啓
輔
　
　 

（
金
６
万
円
）

佐
々
木
　
高
信
　 

（
金
１
万
円
）

室
井
　
　
力
　
　 

（
金
１
万
円
）

▼
二
宮
小
学
校
へ

大
塚
　
悦
子
　
　  

（
書
籍
８
冊
）

▼
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
坂
医
院
　
　
　 

（
金
15
万
円
）

木
崎
　

東
泉
寺
　 

　
（
金
３
万
円
）

平
川
　
百
合
子
　 

（
金
１
万
円
）


